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現在国内には約 250の PET施設が存在し、その
うち約 150施設がサイクロトロンを有し、PETプ
ローブの自家製造を行っています。サイクロトロ
ンで製造される核種のほとんどは、FDG合成のた
めの 18Fであり、その他、11C、13N、15Oがわずか
に製造されているものと思われます。しかしなが
ら、皆様もご存じの通り、サイクロトロンは、そ
の性能に応じて、上記のいわゆる PET 4核種以外
にも様々な核種を生産することが可能であり、近
年サイクロトロンを用いて様々な核種を生産し、
診断・治療に役立てていこうとする気運が高まり
つつあります。
核医学の臨床で最も頻用されているアイソトー

プは 99mTcですが、これまでに、種々の理由により
99Mo/99mTcジェネレーターの供給に不具合が生じ、
日常臨床に支障が生じる事態が生じたことは皆様
も記憶に新しいことかと思います。この事態を受
けて、大型のサイクロトロンを有する施設におい
て、サイクロトロンを用いて 99mTcを製造しようと
する研究が行われています。また、物理学的半減
期が約 13時間と比較的長い陽電子放出核種である
64Cuは小型のサイクロトロンでも製造することが
可能であり、64Cuで標識したモノクローナル抗体

を用いたがんのイメージングの臨床研究も国内の
施設で行われています。私たちの施設でも、64Cu
に加えさらに半減期の長いポジトロン核種である
89Zr（半減期約 78.4時間）や 124I（半減期約 4.2日）
を製造して抗体等を標識してがんの PETイメージ
ングの動物での検討を行っています。さらに、サ
イクロトロンは、このような陽電子放出核種に加
え、治療用の核種を生産することもできます。例
えば、上記の 64Cuは陽電子に加え、細胞傷害性の
ベータ線やオージェ電子も放出しますので、診断
とともに内用療法にも使用できます。また、ベー
タ線放出核種である 67Cuや 177Luなどもサイクロ
トロンを用いて生産することができます。最近、
α線放出核種 223Ra（塩化ラジウム）による骨転移
の内用療法が注目されており、α線核種の治療へ
の応用の拡大も重要と考えられます。私たちの施
設でも、α線放出核種の 211Atの生産法を確立し、
細胞、動物実験を開始したところです。今後、サ
イクロトロンの能力をフルに活用することにより、
核医学診断・治療がより一層発展することが期待
されます。
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